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塾技 

 
チャレンジ！入試問題 

 

消化と吸収①    ～人体～ 
 

問題 

（駒場東邦中） 



 

 

 

（1）食べ物の通り道，口 → 食道 → 胃 → 十
じゅう

二
に

指
し

腸
ちょう

 → 小腸 → 大腸 → こう門のひとつながりの道を，消化管

という。また，消化管および消化液をつくったり，たくわえたりする肝臓
かんぞう

・たんのう・すい臓を合わせて消化器

官という。 

 消化管 

 

 

 

（2）口での消化（食べ物が体内に吸収されやすいように細かい物質に分解されること）は，歯で食べ物を細かくし，

だ液が口の中に出てきて食べ物の中のでんぷんをさらに小さな物質（麦
ばく

芽
が

糖
とう

という）へと分解する。麦芽糖はそ

の後，すい液や腸液にふくまれる消化酵
こう

素
そ

のはたらきで，ブドウ糖にまで分解される。一方，A は胃で，胃では

胃液が出てきて食べ物の中のタンパク質をペプトンという小さな物質に分解する。ペプトンはその後，すい液や

腸液にふくまれる消化酵素のはたらきで，アミノ酸にまで分解される。 

 ① 歯，② だ液，③ でんぷん，④ 胃液，⑤ タンパク質，⑥ 分解 

 

 

 

（3）B はかん臓で，       より，そのはたらきは，イ，エ，カとわかる。なお，アは肺，ウは汗
かん

せん，オおよ

びキはじん臓，クは骨（骨ずい）のはたらきである。 

 イ，エ，カ 

 

 

 

（4）① C は小腸で，        より，小腸の内部は柔
じゅう

毛
もう

によって表面積が大きくなり，養分を効率よく吸収でき

るようになっている。 

 表面積が大きくなっている。 

 

② デンプンが消化されてできたブドウ糖や，タンパク質が消化されてできたアミノ酸は，小腸の内側のカベにあ

る柔毛で吸収され，柔毛内の毛
もう

細
さい

血管に入り，血液中に取り込まれる。なお，脂肪は脂肪酸とモノグリセリド

に分解されたのち，柔毛内部に吸収されると同時に再びもとの脂肪に合成され，リンパ管に入ってリンパ液中

に取り込まれる。 

 毛細血管（毛細血管中の血液） 

 

③ 小腸の毛細血管から血液中に取り込まれたブドウ糖やアミノ酸などの養分は，       の血管（門脈）

を通り，かん臓に送られる。一方，かん臓では，ブドウ糖がグリコーゲンの形で一時的にたくわえられ，必要

に応じて体の各部に送り出される。 

 かん臓 

 

 

 

（5）Dは大腸で，小腸で吸収された物の残りかすから水分を吸収し，便を形づくるはたらきをしている。 

 水分を吸収している 

 

 

 

 

  

解答 －チャレンジ！入試問題－ 

解答・解説 

答 

答 

答 

答 

答 
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